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研究成果の概要（和文）：これまでの科学哲学ではあまり中心的に扱われてこなかった、地球惑星科学の歴史・哲学に
関する基盤研究を行った。第一班：地球惑星科学の方法論、第二班：地球惑星科学の科学史、第三班：科学の科学、と
いう３つの班による研究成果は、Nagoya Journal of Philosophyの10号,11号に論文集として公刊された。

研究成果の概要（英文）：This research has produced fundamental studies on the history and philosophy of ea
rth and planetary science in Japan. The three groups - (1) methodology of earth and planetary science, (2)
 history of earth and planetary science, (3) science of science - have published collected essays in Nagoy
a Journal of Philosophy vol.10, and vol.11.
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１．研究開始当初の背景 
個別科学の哲学が進んでいるなか、生物学や
心理学を対象とした科学哲学は日本で盛ん
になっているが、地球科学（地球惑星科学）
を対象とした科学哲学は、国内外でも盛んで
ないというのが現状であった。 
 
２．研究の目的 
地球惑星科学に特有な方法論の探求、日本で
地球惑星科学が生まれた背景の調査、地球惑
星科学による「科学の科学」の構築、という
３つの柱を目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究を３つの班に分けて並行して進めた。第
一班：地球惑星科学の方法論、第二班：地球
惑星科学の科学史、第三班：科学の科学、が
それに該当する。 
 
４．研究成果 
研究成果は毎年の地球惑星科学連合で口頭
発表・ポスター発表されたほか、Nagoya 
Jouranal of Philosophy の「特集：地球惑
星科学の科学史（1）」「特集：地球惑星科学
の科学史（2）」において公刊された。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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12.Solvi ARNOLD, Why artificial 
intelligence cannot be creative without 
being intelligent, Nagoya Journal of 
Philosophy, 査 読 有 , vol.11, 2014, 
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